
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２０２４年１０月１５日発行 

江戸川区立二之江中学校 

校  長  茅原 直樹 

養護教諭  山本 彩香 

ここ数日で一気に気温が下がり、朝夕は肌寒さを感じるようになりました。その影響もあって

か保健室に来室する人、風邪症状で欠席・早退する人が増えています。気温に合わせた衣服調節

を心がけ、体調管理をしましょう。 

二之江中学校では特定の感染症が流行している状況はありませんが、区内ではマイコプラズマ

肺炎・インフルエンザ等による学級閉鎖が出ています。感染対策をしっかりと行い、体調が悪い

時は無理をせず休養しましょう。 

 
〈マイコプラズマ肺炎とは〉 

マイコプラズマ・ニューモニアという小さな細菌による感染症。潜

伏期間は２～３週間と比較的長く、一般的には発熱、全身倦怠感、頭

痛などの症状に続いて、咳がみられる。 

せきやくしゃみで菌を含んだ飛沫が周りに拡散する飛沫感染と、手

指を介して感染する接触感染が感染経路。 

★都内におけるマイコプラズマ肺炎の報告数が増加しています★ 

 ９月末時点では、現在の統計が改正された１９９９年以来、最も多い報告数となっています。 

 

発症年齢は、中学生以下で９０％を占めています。子

どもがかかりやすいため注意が必要です。 

感染予防をしよう！  

 

石けんで手を洗い、自分専用のハンカチ・タオルで拭

きましょう。咳やくしゃみをする時は鼻や口を覆い、場

面によってはマスクを着用して咳エチケットを心がけま

しょう。咳が長引くなどの症状がある人は、早めに医療

機関を受診しましょう。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwipzfqL-PbOAhXGpJQKHQchD1UQjRwIBw&url=http://www.gakkohoken.jp/freeillust/freeillusts/index/page:14&bvm=bv.131783435,d.dGo&psig=AFQjCNEFYHgv63YYZuQEiAKSH8-BwFX5Tg&ust=1473120609721509


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●○お知らせ○● 

★目に関するマメ知識★ まゆげ 

涙腺 

まつげ 

涙 

マイボーム腺 

鼻涙管 

① まゆげとまつげは、目に汗やほこり、ごみが入るのを防ぎ

ます。まつげの根本にあるマイボーム腺は、油分を蒸発さ

せ涙が蒸発しないように守ります。 

  

②自分にあった矯正グッズを選びましょう。 

 めがねの特徴は、衛生面が安心・取り外しやケアが簡単・ 

 視野は狭いです。コンタクトの特徴は、スポーツがしや 

 すい・視野は通常・ケアや管理が必要です。 

 
③こんな時は目が疲れています。「しょぼしょぼする」「まぶしい」 

 「目の奥が痛い」「字がかすんで見える」など。 

④目が疲れたら、遠くを見て目を休める、温める、よく寝るよう 

にしてください。 

1年生対象の色覚検査がほとんどのクラスで終わりました。検査が終了しているクラスにつ

いては、結果を配付しています。保護者の方と確認してください。 

保健だより９月号でお知らせしたとおり、健康診断後に受診勧奨の手紙を該当生徒に渡しま

したが、まだ未受診だと思われる人には今週再度お知らせを配付します。保護者の方ご確認く

ださい。すでに受診済、定期通院中の人は保護者の方に記入してもらい提出してください。 


